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2019年
輸出量：5,108ｔ
金 額：146億円

図1 日本茶の輸出量と金額の推移

輸出茶金額の割合(2019)

明治期以降の輸出量の推移

日本茶の輸出量と金額の推移

1月から8月期までの2019年と2020年の輸出比較

コロナ禍における日本茶の輸出状況
コロナ禍においても輸出
は堅調
特に、EUが増加

抹茶は世界のスーパーフード

抹茶は、
急須で淹れたお茶では摂取できな
い、プロビタミンA(βカロテン)、ビ
タミンE(トコフェノール)、食物繊維
なども摂取可能。

☆抹茶は美味しい
☆急須で淹れた場合、カテキンの40％
程度は茶殻に残るが、抹茶では全て
を摂取可能。

☆緑色が美しいのみならず、食品添加
素材としても有用。

抹茶には
美味しさと健康性が求められる

海外で市販されている抹茶

抹茶道具販売(イギリス)

有機日本茶専門店
(オランダ)

抹茶は食材としての利用が急増
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輸出国のニーズは？
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価格が高い 和食に合う 渋い 美味しい 青臭い

米国

台湾

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

米国
台湾
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香味 安全性 機能性 簡便性 文化性

米国

台湾

輸出対象国により異なる!?
・飲食材としての利用
・リーフ茶を飲む国
・ティバッグが主体の国
・有機栽培茶が好まれる環境
・機能性に対する評価の高低

日本茶に対する評価は？ 日本茶に期待する点は？

日本茶が好まれる理由は？

項　　目 茶消費量
一人当た
り消費量

日本茶
輸出量

日本茶輸
出金額

輸出㎏当
り価格

粉末茶
輸出量
比率

千トン kｇ トン 百万円 円 ％

アメリカ 129 0.40 1,595 6,811 4,271 62
カナダ 17 0.47 205 688 3,347 42
ロシア 253 0.89 15 39 2,555 75
イギリス 110 1.67 35 195 5,570 36
ドイツ 31 0.80 374 1,397 3,740 45
フランス 14 0.21 104 310 2,971 26
イタリア 7 0.12 36 139 3,862 74
オーストラリア 11 0.44 87 280 3,221 43
シンガポール ー ー 307 925 3,008 55
台湾 37 1.37 1,216 1,407 1,157 7
香港 11 1.51 172 862 4,992 61
タイ ー ー 291 541 1,862 77
ベトナム ー ー 72 121 1,688 58
マレーシア 25 0.79 178 323 1,822 42
中国 1,956 1.42 53 124 2,362 ー

資料統計年度
2015～
2017平均

2015～
2017平均

2018 2018 2018
2019．1
～8月

表1 各国への日本茶の輸出概要

表2 各国のネットで市販されている抹茶価格

抹茶のr優位性

抹茶の輸出と優位性

各国のネットで市販される抹茶の価格

各国への日本茶の輸出概要

価格の異なる抹茶のトレンドサーチ解析

輸出国の購買行動 抹茶市場の分類とその概略

定着市場

1) ブランディングの強化
・抹茶品質の差別化による優位性の保持

海外産抹茶と日本産高級抹茶との違いは、
・色相角度が高い ・クロロフィル含量が高い ・EGCG/EGC比率及び
テアニンやアルギニン含量が高い ・香りが異なること

・機能性エビデンスの付与
抹茶はスーパーフードとして健康機能性が期待される部分も多いため、抗スト
レス効果の認められる、テアニンや（(カフェイン＋EGCG)／(テアニン＋アルギ
ニン)）比率などから健康機能性をPRしていくことも重要となる。

・本物志向への対応、情報の発信
ブランド力を強化するためには本物の抹茶を志向する消費者の期待を裏切らな
い抹茶の供給はもとより、確たるエビデンスを持った健康効果などをプロモー
ション素材として活用し発信していくことも重要である。

2) 高品質抹茶の低コスト生産
抹茶の需要が拡大するにつれ、従来型のれんがで作られた碾茶炉が最近では効率

化を目指したネット型碾茶炉や機械化碾茶炉などへの開発も進んでいる。

各々の市場においてさらに輸出を増強するために
日本産抹茶のブランディング強化のために

１．色

⇒被覆技術、貯蔵技術

２．旨味（テアニン、アルギニン）

⇒茶期、品種、被覆技術、施肥技術など

３．香り（ジメチルスルファイド、ピラジン など）

⇒被覆技術、加工技術

４．機能性（テアニン、アルギニン、EGCG/ EGC）

⇒茶期、被覆技術、施肥技術

５．その他

⇒文化性、ヒストリー、保管法、利用方法など



国内市販抹茶 海外市販抹茶

国内外から購入した抹茶におけるストレス軽減の推測

日本産抹茶の機能性での優位性

国内産でも、二番茶期中盤以降の新芽から作られる抹茶では
なかなか優位に立てない

制約市場

1) 欧米向けには、有機栽培抹茶

EU諸国やアメリカなどへの輸出は、残留農薬
基準の遵守や、それ以上に有機栽培抹茶の供給
が重要となる。
様々な国においてオーガニックの認定制度、
認定機関があるが、日本においては有機JASが一
般的である。有機JASは、EU諸国やアメリカ、カ
ナダはそれぞれの国の有機制度と同等と認めら
れている。

各国・地域の有機認証マーク

2) ムスリムに対するハラール認証について

今後、抹茶の輸出が伸びているイスラム諸国で
はハラール認証の取得の是非が問われるが、現状
では大きな問題はない。
しかしながら、抹茶を食品加工用に使用する場
合には、最終商品での認証が必要となる場合もあ
るので事前確認しておいた方が良い。

有望市場

1) ECの活用
最近では、世界的にEC(電子商取引)の市場規模
が拡大し、コロナ禍により一気に加速してい
る。対人販売ではないため、パッケージのデ
ザイン性はもとより、商品説明など消費者が
知りたいことを端的に表現し、他商品との差
別化を図る必要があるため、消費者目線をよ
り重要視した商品企画が重要となる。

世界のEC市場規模の推移

広告⇒オンライン広告「リスティング広告、ディスプレイ広告、SNS広告など」
・成分による日本産品質のデフォルト化
・他国産との内容成分による差別化
・成分増強法の現場への波及

食品素
材場面

飲用場面

高品質粉末
茶利用食品

簡便飲用茶

粉末飲用茶 香味と機能性を
活かした飲食物

緑色を活かした飲食物

高品質飲
用粉末 茶

海外茶市場の構造モデルの提示

粉末茶リーフ茶

海外市場に対応したマーケティング戦略

ポイント

☆ターゲットの絞り込み！

輸出国、商品、対象者

☆マーケティング戦略

☆販売戦略

☆広報戦略


